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◇
史
学
会
総
会

第
六
回
奈
良
大
学
史
学
会
総
会
は
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ド
、

五
月
二
十
八
日
(土
)
三
〇
二
教
室
で
開
か
れ
、

一
九
八
七
年
度
の
事

業
、
会
計
、
会
計
監
査
の
各
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

つ
い
で

一
九
八

八
年
度

の
役
員
人
事
案
、
事
業
計
画
案

(「奈
良
史
学
」
の
発
行
、
会

報
発
行
、
現
地
見
学
会
、
青
垣
祭
、
卒
論
中
間
報
告
会
、
講
演
会
等
)

と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

一
九
八
八
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。

▽
会
長

鎌
田
道
隆

副
会
長

菅
野

正

▽
教
員
委
員

(監
事
)
水
野
柳
太
郎

堀
内

一
徳

(編
集
)
明
石

岩
雄

(庶
務

・
会
計
)
青
木
芳
夫

(庶
務

・
雑
誌
交
換
)
森
田
憲
司

▽
学
生
委
員

近
藤
順

(代
表
)
鈴
木
知
子

石
橋
亮
浩

田
村
充

古
谷

剛
洋

中
堀
夏
樹

岡
本
和
美

蒲
池
清
士

橋
本
裕
史

元
安
今

口
子

長
尾
芳
子

原
幸
治

牧
野
知
幸

虫
明
純

(以
上
総
務
)

小
磯
郁
子

安
藤
さ
よ
り

金
子
和
恵

國
富
美
貴
子

伊
達
深
幸

森
田
恭
栄

山
本
聡
子

(以
上
広
報
)
長
谷
川
清

山
田
由
加
子

斎
藤
淳
子

沢
邊
理
恵

柴
崎
恭
江

田
川
恵
子

田
畑
麻
貴
子

田
畑
由
貴
子

疋
田
容
子

日
高
真
由
美

宮
本
万
紀
子

(以
上
編

集
)
今
井
睦
美

本
村
和
代

(以
上
会
計
兼
書
記
)

◇
春
季
講
演
会

五
月
二
十
八
日
(土
)、
史
学
会
総
会
に
引
き
続
き
例
年
の
通
り
、

奈
良
大
学
史
学
科

・
史
学
会
共
催
に
よ
る
特
別
講
義

(春
季
講
演
会
)

が
、
左
記
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

神
戸
大
学
教
授

戸
田
芳
実
氏

「わ
た
し
の
古
道
遍
歴
」

関
西
大
学
教
授

富
澤
霊
岸
氏

「
イ
ギ
リ
ス
中
世
の
政
治
家
の
処
世
」

◇
現
地
見
学
会

今
回
は
過
去
の
希
望
か
ら
検
討
し
、
大
和

の
古
道

「山
の
辺
の
道
」

見
学
会
を
五
月
二
十

一
日

(土
)
に
実
施
し
た
。
近
鉄
西
大
寺
駅
南

口
に
十
三
時
四
十
分
集
合
、
他
学
科
か
ら
積
極
的
な
参
加
も
あ
り
、

約
十
五
名

の
参
加
者
で
天
理
に
向

っ
た
。
天
理
か
ら
J
R
線
で
三
輪

へ
、
三
輪
よ
り
約
三
時
間
半
の
古
道
散
策
が
始
ま

っ
た
。
大
神
神
社
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か
ら
展

望
台
に
の
ぼ
り
、
二
上
山
、
天
の
香
具
山
等
を
眺
め

一
休
み
。

初
め
て
訪
れ
た
人
や
二
度
目
の
人
、
様
々
で
あ
っ
た
が
、
小
さ
な
発

見
に
皆
耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
松
原
神
社
、
景
行
陵
、
崇
神

陵
を
見
学
。
途
中
、
コ
ー
ス
外
の
元
前
方
後
円
墳
だ

っ
た
と
思
わ
れ

る
古
墳

の
横
穴
式
石
室
に
入

っ
た
り
し
、
参
加
者
の
興
味
も
ひ
と
し

お
だ

っ
た
。
コ
ー
ス
予
定
の
箸
墓
古
墳
は
時
間
の
都
合
に
よ
り
除
か

れ
、
柳
本
か
ら
天
理

へ
帰
路
に
つ
い
た
。
少
し
ゆ
と
り
を
持

っ
た
予

定
だ

っ
た
為
、
解
散
時
間
に
は
辺
り
は
真

っ
暗
だ

っ
た
が
、
参
加
者

全
員
に
と

っ
て
、
有
意
義
な
見
学
会
で
あ

っ
た
。

◇
青
垣
祭
参
加
報
告

新
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
、
気
分
も
新
た
に
青
垣
祭

へ
参
加
、

史
学
会

と
し
て
の
参
加
は
、
今
年
で
ま
だ
2
同
目
で
あ
る
が
、
『奈
良

i
奈
良

町
に
つ
い
て
ー
』
と
い
う
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
奈
良
町
の

街
並
の
ビ
デ
オ
と
元
興
寺
の
御
住
職

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
ビ
デ
オ
を

製
作

・
上
映
し
た
。
ま
だ
不
慣
れ
な
点
が
多
く
苦
労
は
多

か
っ
た
が
、

少
し
ば

か
り
の
充
実
感
も
憶
え
る
事
が
出
来
た
。
今
回
は
足
掛
り
的

な
研
究

発
表
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

「奈
良
」
と
い
う
大
き
な

主
題
の
下
で
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十

一
月
十
九
口
、
二
十
六
日
の
午
後

一
時
か
ら
、
卒
論
中
間
報
告

会
が
三
〇
二
教
室
に
於

て
行
わ
れ
た
。
今
年
度
で
こ
の
会
も
五
回
目

を
迎
え
、
ま
す
ま
す
多
く
の
熱
心
な
学
生
が
集
ま
り
、
熱
の
こ
も

っ

た
報
告
討
論
が
行
わ
れ
た
。

報
告
者
と
論
題
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

〇
十

一
月
十
九
日

渡
辺
雅
子

「両
漢
交
替
期
の
民
衆
反
乱
に

つ
い
て
」

尾
上
葉
子

「清
代
北
京
に
お
け
る
菓
子
屋
の
ギ
ル
ド
に
つ
い
て
」

竹
内
け
い

「近
世
初
期
に
お
け
る
大
和
支
配
の
展
開
」

大
島

一
成

「
日
蓮
を
支
え
た
檀
越
」

西
村
弥
生

「
一
五
～

一
六
世
紀
の
民
衆
の
精
神
文
化
に
つ
い
て
」

〇
十

一
月
二
十
六
日

大
浦
靖
子

「共
和
政

ロ
ー

マ
の
貴
族
層
に

つ
い
て
」

白
井
英
吉

「
ナ
チ
ス
政
権
下

に
お
け
る

社
会

・
経
済

と

『生
存

園
』
」

若
田
美
佐
子

「
古
代
皇
親
考
」

藤
田
祥
保

「
木
津
町
と
鉄
道
」

◇

「史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

史
学
会
行
事
の
案
内
な
ど
、
史
学
会
の
活
動
の
普
及
を
目
的
と
す

る

「史
学
会
会
報
」
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
冬
期
休
業
前
の

一
回
の

み
の
発
行
と
な

っ
た
。
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ま
た
、
小
冊
子

「歴
史
学

へ
の
扉
」
で
あ
る
が
、
本
年
は
史
学
会

の
紹
介
を
兼
ね
、
四
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
新
入
生
に
配

布
し
、

一
・
二
年
次
生
を
対
象
と
す
る
参
考
図
書
案
内
を
春
期
休
業

前
に
配
布
し
た
。
教
員

・
学
生
委
員

・
卒
業
生
の
共
同
執
筆
に
よ
り

充
実
し
た
内
容
と
な

っ
た
。

◇
第
三
回
中
国
研
修
旅
行

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
で
は
、
昨
年

・
一
昨
年
度
に
続
き
、
第
三

回
中
国
研
修
旅
行
を
、
松
山
宏

・
菅
野
正

・
鎌
田
道
隆

・
森
田
憲
司

の
四
教

員
の
引
率
の
も
と
、
次
の
日
程
で
行

っ
た
。

月 月 月 月

 

三
月

三
月

三
月

十

一
日

三
月

十
二
日

五
口

上
海
を
経
て
成
都

へ
、
成
都
泊

六
日

成
都

(動
物
園
、
青
羊
宮
、
成
都
市
博
物
館
)

七
日

成
都

(都
江
堰
、
杜
甫
草
堂
、
文
珠
寺
)

八
日

成
都
か
ら
北
京

へ

(雍
和
宮
、
天
壇
、
天
安
門
、

琉
璃
廠
)

九
日

北
京

(
A
コ
ー
ス
、
万
里
の
長
城
、
十
三
陵
。

B
コ
ー

ス
、
五
塔
寺
、
北
海
公
園
、
王
府
井
)

十
日

北
京

(故
宮
)
か
ら
杭
州

へ

杭
州

(岳
飛
廟
、
西
湖
遊
覧
、
文
瀾
閣
、
霊
隠
寺

黄
龍
洞
)

杭
州
か
ら
何
橋
鎮
を
経
て
紹
興

(魯
迅
故
居
、
威

亨
酒
屋
)

三
月
十
三
日

紹
興

(越
王
台
、
禺
王
陵
)
か
ら
上
海

へ

三
月
十
四
日

上
海

(豫
園
、
上
海
博
物
館
、
南
京
路
)

三
月
十
五
日

上
海

(龍
華
寺
)
か
ら
大
阪

へ

今
回
の
中
国
研
修
旅
行
に
は
、
四
五
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
成
都

・
北
京

・
杭
州
と
い
っ
た
歴
史
的
都
市
を
訪
問
し
て
、
多
く
の
史
跡

を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
風
土
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
く
に
、
江
南
の
小
鎮
、
桐
橋
鎮
で
の

一
時
間
余
り
の
自
由
散
策
は

多
く
の
参
加
者
に
強
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
八
九

年
春
の
第
四
回
研
修
旅
行
も
実
施
が
決
定
し
て
い
る
。

◇
会
員
動
向

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
史
料
収
集
及
び
現
地

研
究
者
と
の
交
流
の
た
め
、
昨
年

一
二
月
二
三
日
か
ら
本
年

一
月
九

日
ま
で
、
台
湾
の
台
北

・
台
南

・
膨
湖
島
の
各
地
を
旅
行
し
、
成
果

を
あ
げ
た
。

昭
和
六
十

二
年
度
史
学
科
卒
業
論
文

〔日
本
史
〕

門
号
氏
族
に
つ
い
て

古
代
の
姓
に
つ
い
て

石
田
有
紀
子

海
老
澤
香
織
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i
官
僚
制
と
の
関
連
ー

神
亀
年
間
の
政
治
状
勢

-
長
屋
王
と
藤
原
氏
-

殖
宮
儀
礼
の
本
義

大
化
の
東
国
国
司
に
つ
い
て

防
人
に

つ
い
て

長
屋
王
論

国
家
仏
教
の
受
容
に
つ
い
て

藤
原
不
比
等
に
つ
い
て

1
藤
原
氏
の
封
戸
を
め
ぐ
っ
て
1

土
師
氏

に
関
す
る

一
考
察

ー
職
掌
の
変
化
に
つ
い
て
1

内
侍
司

に
つ
い
て
の

一
考
察

藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
崩
壊

紫
微
中
台
に
つ
い
て

…藤
原
仲
麻
呂
と
紫
微
中
台

按
察
使

に
つ
い
て

i
主
に
そ
の
任
国
規
準
に
つ
い
て
1

律
令
制
軍
団
に
関
す
る

一
考
察

-
軍
毅
に
つ
い
て
-

国
分
寺

の
創
建
と
歴
史
的
要
因
に
つ
い
て

尾
張

文
彦

大
石

英
幸

加
賀
谷
紀
子

川
中

保

川
端

エ
ミ

北
原

綾
子

河
内
佐
智
子

佐
藤

宏
行

澤
田

礼
子

柴
田

康
志

田
中

誠
司

田
中
宇
宙
美

田
中

由
美

高
次

智
宏

中
村

和
生

地
方
豪
族
と
律
令
国
家

ー
郡
司
制
を
中
心
と
し
た
一
考
察
ー

タ
チ
ハ
キ
ノ
ト
ネ
リ
と
皇
太
子

ー
奈
良
時
代
の
授
刀
舎
人
と
の
関
り
を
中
心
に
1

古
代
の
皇
太
子
制
に
つ
い
て

i
皇
太
子
制
の
成
立
-

空
海
の
入
唐

i
入
唐
迄
の
経
過
に
つ
い
て
ー

☆

☆

☆

☆

御
成
敗
式
目
の
成
立
過
程

戦
国
大
名
に
お
け
る
商
業
支
配
に
つ
い
て

ー
後
北
条
氏
を
中
心
と
し
て
1

辺
境
に
お
け
る
中
世
社
会
の
萌
芽

i
前
九
年

・
後
三
年
の
役
を
通
し
て
-

中
世
大
和
の
被
差
別
民
に
つ
い
て

i
非
人
と
声
聞
師
を
中
心
に
し
て
!

法
然
教
団
に
つ
い
て

ー
そ
の
受
容
と
迫
害
を
中
心
に
1

中
世
武
士
団
の
族
的
結
合
に
つ
い
て

ー
紀
伊
国
隅
田
党
に
つ
い
て
!

戦
国
期
大
和
国
東
山
内
の
動
向

-
山
内
中
世
城
館
を
素
材
に
ー

中
村

孝

長
野
砂
智
子

西
屋
敷
栄
子

牧

伸
行

五
十
川
達
也

川
上

均

河
野

淑
子

衣
松

秀
典

新
地

雅
彦

新
宅

良
二

多
田

暢
久
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中
世
後

期
の
被
差
別
民

-
河
原
者
に
つ
い
て
の
一
考
察
-

室
町
時

代
の
大
和
の
座

ー
油
座
を
中
心
に
1

分
国
法

に
み
る
戦
国
大
名
の
領
国
支
配

-
今
川
氏
の
場
合
を
中
心
に
i

中
世
初
期
東
国
に
お
け
る
武
士
の
成
立
に
つ
い
て

建
武
政
権
と
足
利
尊
氏

南
北
朝
期
に
お
け
る
農
民
闘
争

ー
播
磨
国
矢
野
庄
ー

京
都
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
発
展

-
覚
如
を
中
心
に
1

中
世
の
職
人
た
ち

ー
職
人
歌
合
に
見
る
職
人
た
ち
i

☆

☆

☆

☆

近
世
奈
良
町
に
お
け
る
町
共
同
体
の
構
造
に
つ
い
て

元
禄
期

に
お
け
る
幕
政
改
革
と
畿
内

・
近
国
譜
代

小
藩

の
設
立
に
つ
い
て

高
橋

由
美

外
山

千
春

松
下

英
樹

山
口

耕

一

山
谷

正

一

湯
木
順

一
郎

和
田
喜
美
子

西
森

豊
治

足
立

千
寿

池
辺

豊

1
畿
内
・近
国
譜
代
小
藩
の
設
立
と
遠
国
奉
行
の
改
編
を
通
し
て
i

村
方
騒
動
か
ら
見
た
近
世
の
村

小
栗

智
子

i
泉
州
日
根
郡
新
家
村
を
例
と
し
て

水
戸
藩

の
天
保

「検
地
」
問
題
に
お
け
る
党
争

大
塚

雅
昭

近
世
宿
駅
の
構
造
と
財
政

ー
中
山
道
追
分
宿
を
例
と
し
て
i

富
く
じ
の
流
行

に
見
る
近
世
庶
民
の
経
済
観
に

つ
い
て

戦
国
期
に
お
け
る
大
名
領
国
制
の
形
成

近
世
中
後
期
に
お
け
る
日
本
海
海
運
の

一
考
察

i
但
馬
廻
船
群
を
中
心
に
1

江
戸
末
期
の
世
相
に
つ
い
て
の

一
考
察

ー
小
寺
玉
晃
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
っ
て
!

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
老
農
の
役
割

近
世
美
濃
の
村
落
に
お
け
る
頭
分
制
に
つ
い
て

寛
延
讃
岐

一
揆
を
通
し
て
み
た
近
世
農
民
生
活

幕
末
土
佐
藩
の
藩
政
と
土
佐
勤
王
党

天
明
期
に
お
け
る
泉
州
千
原
騒
動

二
宮
尊
徳
に
お
け
る
分
度
論
の
展
開

十
八
世
紀
に
お
け
る
肥
前
蓮
池
藩
の
陶
磁
器
業

i
そ
の
生
産
と
流
通
ー

近
世
初
期
に
お
け
る
豊
後
の
支
配
に
つ
い
て

…
臼
杵
藩
を
中
心
に
ー

近
世
都
市
大
坂
と
近
郊
の
米
流
通

江
戸
時
代
に
お
け
る
廓
の
歴
史
的
意
義

加
藤

光

一

笠
川

哲
史

佐
藤

寛

佐
藤

充
弘

坂
口
知
世
子

豊 寺 田 都 猿
田 内 中 竹 渡

哲 克 昭 幸 真
也 之 吾 代 弓

 

中
野
美
登
里

中
原

康

平
川

信
哉

堀
内

裕
史

三
木

賢
蔵
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牢
人

の
思
想

・
行
動
か
ら
み
た
幕
藩
体
制
確
立
期
の

社
会

に
つ
い
て

宮
前

良
隆

近
世

に
お
け
る
子
供
の
遊
び
と
教
育
に
つ
い
て

山
田

信
子

近
世

・
大
和
の
案
内
記
か
ら
み
た
奈
良
観
に
つ
い
て

山
田

浩
之

☆

☆

☆

☆

広
島

・
原
爆
投
下
候
補
地
選
定
に
関
す
る

一
考
察

井
上

剛
輝

一
九
三
〇
年
代
の
婦
人
雑
誌

大
久
保
佐
知
代

ー
婦
人
運
動
と
対
照
し
て
1

満
州
移
民
に
お
け
る
民
衆
の
動
向

完

対
日
占
領
政
策
に
お
け
る
米
ソ
の
確
執

説
子

ー
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
影
響
-

日
本

に
お
け
る
官
僚
制
形
成
と
国
民
意
識

駒
井

ー
藩
閥
政
治
に
よ
る

一
考
察
ー

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
占
領
期
に
お
け
る
普
通
選
挙
法
の

成
立
過
程

大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
貴
族
院
改
革

-
大
阪
朝
日
新
聞
に
見
る
世
論
の
動
向
ー

廃
仏
殿
釈
の
中
に
お
け
る
仏
教

1
真
宗
教
団
の
維
新
政
権
に
お
け
る
役
割
り
ー

一
九

二
〇
年
～
四
〇
年
代
の
交
通
統
制

ー
関
西
私
鉄
を
中
心
に
ー

戦
後

労
働
運
動
に
つ
い
て
の

一
考
察

君
明

重
松
洋

一
郎

高
野

博
志

長
山

充
志

西
尾

公
秀

西
川

輝
之

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
の
新
教
育

ー
実
例

児
童
の
村
小
学
校
-

長
岡
藩
藩
政
改
革
と
中
立
特
行
論

〔東
洋
史
〕

マ
ッ
テ
オ

・
リ

ッ
チ
の
活
動
に
つ
い
て

華
僑
民
族
運
動
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
検
証
事
件

宋
代
の
尼
宗
と
宗
教

-
喫
菜
事
魔
と
マ
ニ
教
の
関
係
に
つ
い
て
1

中
国
僧
の
旅
行
記
か
ら
み
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の

変
遷

北
朝
に
於
け
る
佛
教

北
魏
の
道
教
と
国
教
化

宋
と
西
夏
の
関
係

☆

☆

☆

☆

中
国
文
化
大
革
命
に
関
す
る

一
考
察

-
紅
衛
兵
の
教
育

・
思
想
面
i

朝
鮮
の
役

に
つ
い
て

朱
元
璋
と
白
蓮
教
の
乱
と
の
関
係
に
つ
い
て

抗
日
戦
争
に
お
け
る
国
共
合
作
の
意
義

五
四
運
動
の
思
想
的
背
景

ー
李
大
釧
の
思
想
1

西
谷

珠
美

前
野

哲
哉

大
芝

林
生

北
村
伊
佐
子

後
藤

賢
二

高
田

佳
枝

土
井

実

三
浦

敦
志

山
口

富
生

井
原

康
代

片
山

篤

亀
井

慎

一

小
谷

正
美

廣
畑

卓
也
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〔西
洋
史
〕

新
王
朝
期

(
一
八
王
朝
)
に
於
け
る
信
仰
と
文
化

ア
ー
サ
ー
王
物
語
に
つ
い
て

ー
ア
ー
サ
ー
の
実
在
と
伝
説
の
拡
大
ー

イ
ギ
リ

ス
国
教
会
の
成
立
に
つ
い
て

古
代
ギ

リ
シ
ア

・
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
生
活
と
女
性

古
代

ロ
ー

マ
の
農
業
と
奴
隷
の
関
係
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
革
命

ー
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
独
裁
の
成
立
と
崩
壊
i

古
代

ロ
ー

マ
帝
国
の
拡
大
期
と
拡
大
停
止
期
の
状
況

古
ゲ
ル

マ
ン
社
会
の
生
活

1
墓
制
と
文
献
に
み
る
ゲ
ル
マ
ン
の
信
仰
ー

ケ
ル
ト
人
と
そ
の
社
会
の
習
俗
と
信
仰
に
対
す
る
考

察
古
代

エ
ジ
。フ
ト
文
字

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

安
達
ゆ
か
り

浅
巻

孝
博

宇 池 伊 有
治 嵜 藤 馬

敏 浩 美 博
幸 二 峰 子

 

尾
形

健

一

大
井

淳
司

垣
東

充
生

河
崎

素
子

i
そ
の
社
会
構
造
と
信
仰
に
及
し
た
影
響
に
つ
い
て
ー

フ
ラ
ン
ク
王
国
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
朝
の
形
成

川
中
真
由
美

新
大
陸
植
民
地
支
配
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン

桑
田

康
恵

-
新
大
陸
植
民
地
支
配
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
展
開
の
意
義
-

中
世

ハ
ン
ガ
リ
ー

・
ア
ー
ル
バ
ー
ド
王
朝
の
内
政
と

外
交

小
谷

正
生

中
世
大
学
の
形
成
に
つ
い
て
の

一
考
察

1
0
×ho
乙

大
学
に
み
ら
れ
る
そ
の
成
立
過
程
ー

ア
テ
ネ
民
主
政
に
お
け
る
奴
隷
制
の
発
展

ー
奴
隷
制
の
果
し
た
役
割
-

現
代
ソ
ビ

エ
ト
社
会
に
お
け
る
生
活
の
中
の
女
性

砂
漠
の
商
人

ー
ア
ラ
ム
人
の
商
業
活
動
に
つ
い
て
-

古
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
社
会

1
経
済
的
側
面
か
ら
見
た
貴
族
支
配
に
つ
い
て
1

馬
の
家
畜
化
と
そ
の
軍
事
的
利
用

古
代
オ
リ

エ
ン
ト
の
都
市

共
和
政

ロ
ー

マ
の
拡
大
と
国
家
思
想

ー
ロ
ー
マ
市
民
権
と
同
盟
者
ー

ゲ
ル
マ
ン
民
族

の
社
会
構
…造

☆

☆

☆

☆

ナ
チ
ス
の
親
衛
隊

マ
ヤ

・
ア
ス
テ
カ
の
暦

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
生
産
の
確
立

ー
フ
オ
ー
ド
・
G
M
を
中
心
に
ー

ア
メ
リ
カ
の
大
恐
慌

桜
井

裕
児

鈴
木

健
二

田
中

未
菜

滝
口

和
子

西
山

眞
弓

原
口

聡

[

松
石

清
美

燭

松
田

篤
典

一

吉
住

武

梅
林
佐
和
子

木
村

清
文

田
辺

公
也

守
田

勝
豊



受

贈
雑

誌

及
び

図
書

(自

一
九
八
七
年
十
二
月

至

一
九
八
八
年

十
月
)

立
命
館

史
学

(立
命
館
史
学
会
)
第
八
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

第
二
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)
第

一
二
号

史
艸

(日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
)
第
二
八
号

ア
ジ
ァ

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
ア
フ

リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)
第
三
四
、
五
号

東
洋
文
化
学
科
年
報

(追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
東
洋
文
化
学
科
)

第
二
号

仕
事
着
i
西
日
本
編

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報

告
第

一
二
集
)

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)
第

一
九
、
二
〇
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第

一
一
、

一
二
号

花
園
史
学

(花
園
大
学
史
学
会
)
第
八
号

史
学

(三
田
史
学
会
)
第
五
七
巻
第
三
、
四
号
、
第
五
八
巻
第

一
号

上
智
史
学

(上
智
大
学
史
学
会
)
第
三
二
号

弘
前
大
学
國
史
研
究

(弘
前
大
学
國
史
研
究
会
)
第
八
三
、
四
号

富
士
論
叢

(富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
)
第
三
二
巻
第

二
号
、
第

三
三
巻
第

一
号

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)
第

一
七
号

西
洋
史
論
叢

(早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
)
第
九
号

日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
研
究
会
)第
九
号

横
浜
商
大
論
集

(横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
)
第
二

一
巻
第

一
、

二
号

中
国
中
日
関
係
史
研
究
会
会
刊

一
九
八
七
年
第
三
、
四
期

韓

(韓
国
研
究
院
)
第

一
〇
八
、
九
、

一
〇
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)
第
二
〇

巻
九
-

一
二
号
、
第
二

一
巻
第

一
-
六
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)
第
四
〇
、

一
号

橘
女
子
大
学
研
究
紀
要

第

一
四
号

ア
カ
デ
ミ
ア

人
文
社
会
学
編

(南
山
大
学
)
第
四
七
号
第

一
、
二

分
冊

愛
知
大
学
文
学
論
叢

八
六
、
七
、
八
輯

紀
尾
井
史
学

(上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
生
会
)
第
七
号

琉
大
史
学

(琉
球
大
学
史
学
会
)
第

一
五
号

橘
史
学

(橘
女
子
大
学
歴
史
学
会
)
第
二
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ァ
研
究
所
)
第

一
四
号

鹿
大
史
学

(鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
)
第
三
五
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第
二
二
号
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史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
四
七
巻
二
号
、
第
四
八
巻

一
号

熊
本
史
学

(熊
本
史
学
会
)
第
六
四

・
五
号

日
本
仏
教
史
学

(日
本
仏
教
史
学
)
会
第
二
二
号

鷹
陵
史
学

(仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
)
第

=
二
号

帝
京
史
学

(帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
)
第
三
号

東
洋
史
苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)
第
三
〇

・
一
号

住
友
史
料
館
報

第

一
八
号

人
文
学
報

(東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
)
第

一
九
九
号

東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
学

・
地
理
学

第

一
九
号

学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要

第
四
号

岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)
第
七

一
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

一
四
号

秋
大
史
学

(秋
田
大
学
史
学
会
)
第
三
四
号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

昭
和
六
二
年
度

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢

(
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
)
第
三
八
、

九
輯

關
西
學
院
史
学

(關
西
學
院
大
學
史
學
會
)
第

二
二
号

史
泉

(関
西
大
学
史
学

・
地
理
学
会
)
第
六
七
、
八
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

一
一
八
、
九
冊

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第

一
一
号

岡
崎
市
史
研
究

(岡
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
)
第

一
〇
号

鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要

第
三
巻

教
育
科
学
編
、
人
文

・
社
会

科
学
編
、
芸
術
編
、
生
活

・
健
康
編

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
中
心
)
第
七
巻
第

一
、
二
期

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
四
〇
号

日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
)
第

二
〇
号

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
七
〇
輯

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
四

一
集

史
学
科
篇
皿

白
山
史
学

(東
洋
大
学
臼
山
史
学
会
)
第

二
四
号

三
井
文
庫
ー
沿
革
と
利
用
の
手
引
き

(三
井
文
庫
)

三
井
文
庫
論
叢

第
二

一
号

ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
変
動

と
そ
の
諸
環
境
に
関
す
る
史
的
研
究

(代
表
者
寺
地
遵
)

宇
大
史
学

(宇
都
宮
大
学
史
学
会
)
第
六
号

明
代
史
研
究

(明
代
史
研
究
会
)
第

一
六
口75

津
軽
十
三
湖
の
人
文

・
自
然
科
学
的
総
合
研
究

(弘
前
大
学
津
軽
十

三
湖
の
人
文

・
自
然
科
学
的
総
合
研
究
事
務
局
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
影
写
本
収
載
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム

の
開
発

(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
)
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宇
佐
家
伝
承
古
伝
が
語
る
古
代
史

宇
佐
公
康
著

モ
ン
ゴ
ル
研
究

(日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
)
第

一
八
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)
第
五
号

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録
第
二
集

明
治
期
地
方
編
H

(群
馬
県

立
文
書
館
)

史
友

(青
山
学
院
大
学
史
学
会
)
第

一
九
、
二
〇
号

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)
第
三
号

吉
備
地
方
文
化
研
究

(就
実
女
子
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
)
第

一
号

新
市
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

創
刊
号

精
華
町
の
史
跡
と
民
俗

(精
華
町
)

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

=
二
号

資
料
館
紀
要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)
第

一
六
号

免
ケ
原
古
墳
発
掘
報
止
呈
臼
(宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
紀

要
三
)

荘
園
村
落
遺
跡
の
調
査
と
保
存

一
、
二

(宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民

俗
資
料
館
紀
要
四
、
五
)

豊
後
国
都
甲
荘

一
(宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

米
沢
史
学

(米
沢
史
学
会
)
第
四
号

二
松

(二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
第
二
号

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第

一
八
集

二
松
学
舎
大
学
論
集

第
三

一
号

龍
谷
史
壇

(龍
谷
大
学
史
学
会
)
第
九
〇
、

九

一
号

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
七

一
集

北
大
史
学

(北
大
史
学
会
)
第
二
八
号

海
南
史
学

(海
南
史
学
会
)
第
二
六
号

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
報
告

第
二
〇
、
二

一
号

地
域
研
究
い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)
第

一
七
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)
第

一
六
号

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
県
史
編
集
室
)
第

二
四
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)
第
四

一
集

宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
八
七

宇
佐
宮
弥
勒
寺

(宇
佐
宮
弥
勒
寺
旧
境
内
発
掘
調
査
概
報
V
)
(宇
佐

風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

山
形
史
学
研
究

(山
形
史
学
研
究
会
)
第
二
三
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)
第
四
号

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第

=
二
号

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報
告
第

=
二
集

民
具
実

測
図
の
方
法
I
l
農
具
-

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第

二
〇
号

一109一


